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全
力
で
２
期
に

第
１
期
の
新
本
館
竣
工

創
立
百
周
年
記
念
事
業

原
田
ゆ
み
子（
高
20
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
も
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
会
で
は
役
員
が
一
部
交
代

い
た
し
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援

く
だ
さ
い
。

　

私
も
２
期
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
心
を
合
わ
せ
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
で

制
約
の
あ
る
中
、
今
年
は
オ
ン
ラ

イ
ン
も
併
用
し
、
福
岡
国
際
会
議

場
で
６
月
11
日
、
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
同
窓
生
同
士
の
友

誼
・
交
流
の
場
が
再
開
で
き
る
こ

　

人
事
異
動
に
よ
り
、
深
瀬
前
校

長
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
に
教
頭
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に

は
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
再
び
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
校

発
展
の
た
め
務
め
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
５
年
前
は
創
立
90
周
年
記
念
の

年
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
諸

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
の
創
立
百
周
年
ま

で
あ
と
５
年
と
な
り
ま
し
た
。
校

舎
の
全
面
建
て
替
え
工
事
も
順
調

に
進
み
、
立
派
な
本
館
棟
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
南
棟
、
北

棟
、
体
育
館
等
と
工
事
が
進
み
、

２
０
２
７
年
の
記
念
す
べ
き
創
立

会
長
あ
い
さ
つ

着
任
あ
い
さ
つ

未
来
へつ
な
ぐ

校
長
　
山
本
　
博
康

筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆さまのお
手元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

百
周
年
に
は
、
す
べ
て
新
し
い
校

舎
に
建
て
替
わ
り
ま
す
。
記
念
事

業
に
つ
い
て
は
昨
年
８
月
、
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
同
窓
会
と

し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

む
か
、
高
校
側
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
設
立
し
た
奨
学
財

団
は
本
年
４
月
、
公
益
財
団
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
し
た

大学等合格者数
（　）内は現役　令和４年４月８日現在

種別 大学名 令和４年 令和３年 令和２年 平成31年 平成30年

国
立
大
学

九 州 大 103（77） 108（83） 107（75） 110（68） 105（71）
佐 賀 大 27（22） 18（14） 22（20） 14（11） 15（9）
熊 本 大 18（13） 15（11） 35（21） 21（18） 17（12）
大 阪 大 24（16） 9（7） 14（11） 10（2） 14（9）
広 島 大 10（4） 13（12） 15（9） 6（5） 8（4）
九 州 工 大 22（18） 20（11） 18（12） 13（6） 17（11）
京 都 大 3（2） 8（5） 11（8） 18（12） 14（8）
東 京 大 3（2） 8（4） 9（5） 5（3） 6（3）
鹿 児 島 大 2（0） 5（2） 8（2） 10（5） 5（2）
福岡教育大 7（7） 9（8） 7（7） 6（6） 9（8）
長 崎 大 16（11） 13（11） 12（6） 12（6） 11（5）
横浜国立大 1（1） 4（2） 4（1） 5（4） 5（3）
一 橋 大 3（2） 2（1） 4（3） 2（2） 3（1）
神 戸 大 4（1） 5（4） 6（3） 6（4） 3（2）
東 京 外 大 3（3） 3（3）
東京学芸大 1（1） 3（3） 0（0） 2（0） 1（1）
名 古 屋 大 2（0） 2（2）
東京工業大 2（1） 2（1）
千 葉 大 4（2） 0（0） 1（1） 1（0） 4（3）
山 口 大 6（4） 2（0） 4（1） 3（3） 6（5）
北 海 道 大 6（5） 3（2） 5（2） 4（1） 0（0）
筑 波 大 4（2） 1（1） 4（2） 1（1） 6（4）
富 山 大 0（0） 0（0） 1（1） 0（0） 0（0）
東 北 大 0（0） 0（0） 0（0） 2（2） 2（2）
大 分 大 3（0） 3（1） 2（0） 1（1） 0（0）
岡 山 大 2（1） 1（1） 1（0） 2（1） 2（1）
お茶の水女子大 1（1） 1（1）

公
立
大
学

福岡女子大 15（15） 15（15） 14（12） 8（8） 16（14）
北九州市立大 8（6） 2（2） 2（1） 3（2） 2（0）
山口東京理科大 4（2） 3（0）

国公立大学合計 321（227）293（213）330（215）299（192）299（192）

私
立
大
学

福 岡 大 141（84）156（110）123（101） 121（77） 108（79）
西南学院大 171（144）191（163）124（103）122（104） 99（78）
立 命 館 大 134（61） 77（44） 99（47） 74（26） 66（33）
明 治 大 22（16） 20（7） 21（8） 18（7） 21（5）
同 志 社 大 64（35） 42（24） 50（26） 39（16） 47（20）
東 京 理 大 23（7） 17（5） 22（5） 25（7） 37（14）
早 稲 田 大 20（13） 11（3） 22（14） 11（7） 13（10）
中 央 大 14（4） 21（11） 14（9） 11（3） 13（8）
青山学院大 2（1） 10（2） 2（1） 4（4） 6（3）
慶応義塾大 7（3） 13（5） 9（7） 12（8） 13（3）
法 政 大 19（8） 3（1） 2（0） 8（5） 18（11）
関西学院大 19（8） 9（6） 4（1） 10（3） 15（13）
近 畿 大 25（15） 13（2） 26（15） 10（8） 13（1）
中村学園大 5（5） 2（2） 9（6） 7（7） 5（4）
立 教 大 5（3） 3（3） 5（3） 2（1） 4（3）
東京医療保健大 0（0） 6（6）
国際医療福祉大 17（8） 6（4）
関 西 大 31（16） 9（6）
立命館アジア大 4（1） 10（10）
私立大学合計 832（483） 728（492）676（432）575（341）586（352）
大学校・短大・専門学校等 14（10） 12（12） 15（12） 8（5） 15（10）

「難関国立10大学」合格150人に
　コロナ禍の混乱が続き、学校行事等は代
替行事として実施されることの多かった昨年
度でした。新入試制度の旗印的存在の「大
学入試共通テスト」は、コロナ禍の初年度か
ら実施されて２度目となりました。昨年度の
大学入試で特筆すべきは、その「大学入試
共通テスト」の難易度が上がり、前身の大
学入試センター試験を含めて５教科合計得点
（受験者平均）は文系・理系ともに過去最低
点となったことです。
　この状況にも関わらず、本校74回生は学年
所属の先生方はもとより学校一丸となり、高
い志をもって最後まで頑張ってくれました。
103人の九大をはじめ東大・京大を含む旧帝
国大学及び東工大等を合わせた「難関国立
10大学」の合格者は、例年通りの素晴らし
い実績を残してくれました。同10大学の合格
者は令和３年の計147人を上回る計150人でし
た。
　こうした実績も、社会人講演会や東京研修
などを通してご尽力いただいた同窓会の方々
のおかげと確信しております。今後ともご支
援を賜りますよう、お願い申し上げます。

（進路指導部）
※難関国立10大学は以下の通りです。九大、阪大、

京大、東大、一橋大、神戸大、名古屋大、東工大、
北海道大、東北大

君
も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
同
窓
会

の
ご
支
援
に
よ
り
、
先
輩
方
か
ら

貴
重
な
お
話
を
伺
う
機
会
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
同
窓
の
先
輩
諸

氏
は
伝
統
あ
る
県
立
高
校
の
財
産

で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
生
徒
諸
君
に
は
先
輩
の

さ
ま
ざ
ま
な
姿
か
ら
未
来
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い

ま
す
。

　
５
年
前
は
校
舎
改
築
の
設
計
前

に
基
本
構
想
を
検
討
す
る
１
年
で

　

母
校
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業

の
中
核
で
あ
る
校
舎
の
全
面
改
築

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

第
１
期
工
事
の
本
館
棟
は
、
こ
の

２
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

県
産
木
材
の
香
り
が
漂
う
真
新

し
い
新
館
の
う
ち
１
階
に
は
校
長

室
と
事
務
室
、
２
階
に
職
員
室
、

３
階
に
文
化
系
教
室
、
４
階
に
理

科
系
教
室
が
入
り
ま
し
た
。
地
階

は
部
室
で
す
。

　

４
階
は
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
お

り
「
東
宝
満　

西
背
振
」
が
望
め

る
絶
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
こ
れ
か
ら
南
棟
、
北
棟
、

体
育
館
棟
の
順
で
進
行
。
創
立
百

周
年
と
な
る
令
和
９（
２
０
２
７
）

年
に
全
面
竣
工
の
予
定
で
す
。

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
設
計
・
工

事
が
順
調
に
進
み
、
今
年
２
月
に

は
新
本
館
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

県
産
木
材
の
香
り
に
包
ま
れ
た
真

新
し
い
校
舎
は
、
伝
統
の
校
舎
に

残
る
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
管
理
諸
室
と
理
科
、
芸
術

科
の
実
習
室
を
備
え
、
職
員
室
前

に
は
熱
心
に
自
学
に
励
む
生
徒
の

姿
も
あ
り
ま
す
。

　

長
い
役
目
を
終
え
た
旧
本
館
棟

は
解
体
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
後
半
に
は
そ
の
場
所
に
新

た
な
教
室
棟
（
南
棟
）
の
建
設
が

始
ま
り
、
創
立
百
周
年
に
向
け
て

工
事
が
続
き
ま
す
。

　

生
徒
諸
君
に
は
、
歴
史
と
伝
統

を
感
じ
、
変
化
す
る
校
舎
に
接
し

な
が
ら
、
未
来
を
思
い
自
ら
を
磨

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
職
員

一
同
、
精
い
っ
ぱ
い
支
え
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ば
か
り
で
財
源
が
不
十
分
で
す
。

在
校
生
の
多
様
な
学
び
や
向
学
の

志
を
支
援
す
る
た
め
、
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
母
校
へ
の
思
い
、
在
校

生
に
対
す
る
温
か
い
お
気
持
ち
を

多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
同
窓
生

み
ん
な
の
力
で
奨
学
財
団
を
大
き

く
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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や
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
は
不
動

産
開
発
業
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
き
ま
し
た
。
十
分
な
お
役
に

立
て
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
創

立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
本
会
の

益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　
　
　

◇

理
事　

堤　

か
な
め（
高
31
）

　

同
窓
会
役
員
・
事
務
局
の
方
々

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
総
会
対

応
、
校
舎
建
て
替
え
、
法
人
化
、

１
０
０
周
年
に
向
け
た
準
備
な
ど
、

同
窓
会
の
歴
史
の
中
で
も
多
忙
で

ご
苦
労
の
多
い
日
々
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
任
期
途
中
で

衆
議
院
議
員
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
、
理
事
と
し
て
母
校
に
十
分
な

貢
献
が
で
き
ず
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
で
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
声
か
け
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。

同窓会年会費2000円のご負担の
お願いについて

理事　田中　誠一（高37）

　2021年５月の常任幹事会で「卒業生に対し同窓会年会費の
ご負担検討を進めることの是非」をお諮りし、検討を開始しま
した。今年１月の常任幹事会で「卒業生に対し同窓会年会費
2000円のご負担をお願いすること」が決議されました。
　皆さまにご負担をお願いするに至った主な理由は以下の３つ
です。
①現在の同窓会運営費は全額在校生の負担により賄われてい
ること（修猷館・福岡高の卒業生は既に負担している）。

②少子高齢化により将来的に同窓会運営が困難になると予見
されること。

③本校は2027年に創立100周年を迎えるものの、同窓会に資
金的な余裕がないこと。

　卒業生の皆さまにご負担を強いることは大変心苦しいことで
すが、ご理解賜れば幸いです。
　年会費の集金につきましては、できる限り皆さまのお手を煩
わせず、スムーズな集金を実現するため、集金方法の一つとし
て「GAO（ガオ）カード※」の採用が今年３月の常任幹事会で
決議されています。詳細につきましては、また後日ご案内させ
ていただきます。どうぞ宜しくお願いいたします。
※GAOカードとは、㈱クレディセゾンの新決済サービスを用いた筑紫丘

高校同窓会専用のカードです。　

公
益
財
団
法
人
　

筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨
学
財
団

専
務
理
事
　
世
良
　
洋
子（
高
45
）

『奨学財団振込口座』
福岡銀行（0177）  大橋支店（273）
普通預金   口座番号：3056578

公益財団法人　筑紫丘高校同窓会奨学財団
ご寄付を頂く際、税の優遇措置を受ける受領書発行のため
下記同窓会事務局までご一報ください

〒815-0041 福岡市南区野間２丁目13-１
（092）561-0662    oka.zaidan@gmail.com

　

同
窓
会
役
員
選
考
委
員
会
が
令
和
４
年

２
月
に
開
か
れ
、
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
会
長
に
は
引
き
続
き
、
原
田
ゆ
み
子
会
長
（
高
20
）
が
就
任
さ
れ
た
。

村
上
隆
英
副
会
長
（
高
26
）、
堤
か
な
め
理
事
（
高
31
）
の
退
任
に
伴
い
、
副

会
長
に
は
綾
部
純
子
氏
（
高
36
）、
ま
た
、
理
事
に
は
太
田
由
美
子
氏
（
高
32
）、

正
木
聖
二
氏
（
高
35
）
が
選
ば
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
も
「
教
育
支
援
基
金
」
へ
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
支
援
基
金
へ
の
同
年
度
の
寄
付
は
年
額

84
万
８
１
４
０
円
。
令
和
３
年
10
月
～
同
４
年
３
月
の

寄
付
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。（
同
３
年
４
月
～
９
月

の
寄
付
者
氏
名
は
同
窓
会
報
70
号
に
掲
載
済
み
で
す
）

　

令
和
３
年
度
に
設
立
し
た
「
一
般
財
団
法
人
筑
紫
丘

高
校
同
窓
会
奨
学
財
団
」
な
ら
び
に
「
同
窓
会
」
へ
の

寄
付
も
以
下
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令和４年度､５年度役員等名簿
職名 卒業回 氏名
会　長 高20回 原田ゆみ子
副会長 定18回 渡邊　達哉
副会長 高36回 綾部　純子
副会長 高49回 前川　健太
理　事 高18回 松下　則通
理　事 高28回 中牟田伸二
理　事 高32回 太田由美子
理　事 高35回 正木　聖二
理　事 高37回 田中　誠一
理　事 高41回 青山　崇徳
理　事 高45回 世良　洋子
監　査 高43回 鮎川　晋一
監　査 高47回 若木　隆自
顧　問 高15回 稲員大三郎
顧　問 高25回 伊藤　徹雄
事務局長 高24回 手島　憲三
事務局員 高30回 諸岡　裕子
事務局員 高39回 寺田めぐみ

副
会
長　

綾
部　

純
子（
高
36
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
副
会
長
を
拝

命
し
、
若
輩
の
身
に
重
責
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
多
感
な
学
生
時
代

の
思
い
出
に
感
謝
し
つ
つ
、
大
好

き
な
校
歌
の
よ
う
に
「
筑
高
を

い
ざ
拓
か
ん
！
護
ら
ん
！
創
ら

ん
！
」
と
、
１
０
０
周
年
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
準
備
を
、
皆
さ

ま
と
共
に
楽
し
く
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

理
事　

太
田　

由
美
子（
高
32
）

　

こ
の
度
、
理
事
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
丘
女
会
で
は
オ
カ
メ
ス

副
会
長　

村
上　

隆
英（
高
26
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ
た
年
か

ら
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
２
年
間
、

本
会
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、

身
内
の
介
護
な
ど
の
比
重
が
大
き

く
な
っ
た
た
め
、
退
任
さ
せ
て
い

新
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

タ
イ
ル
の
制
作
に
創
刊
号
よ
り
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
生

１
０
０
年
時
代
、
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

人
と
の
繋
が
り
や
絆
が
よ
り
大
切

に
な
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
家

族
と
も
ど
も
お
世
話
に
な
っ
た
筑

紫
丘
で
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

理
事　

正
木　

聖
二（
高
35
）

　

首
都
圏
同
窓
会
の
副
代
表
を
７

年
ほ
ど
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
福

岡
は
11
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
た
筑
高
同
窓
会
活
動
に

携
わ
れ
る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
は
水
球
を

公
益
化
の
目
的
と

　
　
　
　
　
今
後
の
目
標

　

本
同
窓
会
が
財
産
を
拠
出
し
て

令
和
３
年
に
設
立
し
た
「
一
般
財

団
法
人
筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨
学

財
団
」
の
定
款
に
は
「
福
岡
県
立

筑
紫
丘
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
に

対
し
、
育
英
奨
学
に
関
す
る
事
業

を
行
い
、
日
本
や
世
界
を
舞
台
に

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
、
も
っ

て
本
県
学
校
教
育
の
発
展
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
」
す
る

と
明
記
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
①
奨
学

金
交
付
②
海
外
研
修
等
補
助
③
留

学
生
と
の
交
流
④
伝
統
文
化
鑑
賞

補
助
⑤
日
本
の
中
枢
を
学
ぶ
体
験

研
修
補
助
⑥
母
校
が
主
催
す
る
講

演
会
等
に
関
す
る
助
成
⑦
部
活
動

に
対
す
る
助
成
事
業
及
び
部
活
動

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

部
又
は
個
人
へ
の
表
彰
等
の
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

当
財
団
へ
の
ご
寄
付
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、
当

財
団
は
令
和
４
年
４
月
１
日
を
も

ち
ま
し
て
公
益
財
団
法
人
と
な
り

ま
し
た
。
寄
付
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
の
適
用

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
同
窓
生
各
位
の

浄
財
を
広
く
承
る
と
と
も
に
、
各

奨
学
事
業
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を

数
多
く
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。

　

皆
さ
ま
の
母
校
愛
と
お
志
と
が
、

母
校
の
益
々
の
発
展
に
直
接
寄
与

す
る
も
の
と
確
信
し
、
温
か
い
ご

支
援
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
細
は
同
窓
会
事
務
局
宛

に
何
な
り
と
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

教
育
支
援
基
金
へ
の
寄
付

（
令
和
3
年
10
月
1
日
～
同
4
年
3
月
末
日
）

同
窓
会
な
ら
び
に
一
般
財
団
法
人
筑
紫
丘
高
校

同
窓
会
奨
学
財
団
へ
の
寄
付

（
令
和
３
年
４
月
１
日
～
同
４
年
３
月
末
）

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

   

梶
山 

昭
次
郎
（
中
15
）
藤 

忠
（
高
２
）
鶴
田 

幸
生
（
高
５
）
上

野 

至
（
高
９
）
田
中 

義
明
（
高
９
）
富
田 

紘
（
高
12
）
門
司 

稔
（
高

13
）
稲
員 

大
三
郎
（
高
15
）
崎
山 

彰
子
（
高
15
）
日
下
部 

成
邦
（
高

16
）
松
下 

則
通
（
高
18
）
吉
村 

敏
幸
（
高
20
）
原 

貞
則
（
高
21
）
井

本 

宗
司
（
高
23
）
梶
山 

啓
次
郎
（
高
23
）
高
原 

要
次
（
高
23
）
府
内 

洋
一
（
高
25
）
藤 

也
寸
志
（
高
29
）
諸
岡 

裕
子
（
高
30
）
矢
野 

彰

一
（
高
31
）
江
濱 

義
博
（
高
33
）
渡
邊 

博
志
（
高
34
）
綾
部 

純
子
（
高

36
）
田
中 

誠
一
（
高
37
）
宮
本 

智
朗
（
高
38
）
世
良 

洋
子
（
高
45
）

中
村 

千
年
（
高
定
18
）
山
本 

博
康
（
旧
職
員
）
瀬
口 

俊
光
（
旧
職
員
）

　

ト
ク
ヤ
マ 

フ
ミ
オ
（
不
明
）
藤
崎 

元
（
高
19
）
家
入 

葉
子
（
高

35
）藤
田 

征
二
郎（
高
12
）桐
生 

真
紀（
高
37
）高
４
回
生
一
同（
高
４
）

役
員
改
選

奨
学
財
団



令和４（2022）年６月１日（水）第 71 号（ 3 ） 筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報

74回生が企画・制作 『今日も明日も負け犬。』
映画甲子園2021でグランプリ
10月の丘女会イベントで上映!!

　本校生徒の企画・制作による映画『今日も明日も負け犬。』が、昨年末
に映画甲子園2021で最優秀作品賞を受賞しました。
　この映画は「起立性調節障害」と闘う女子中学生を描いたもので、自ら
監督となりカメラを回した西山夏実さん（74回生）自身の体験に基づいてい
ます。西山さんのほか、脚本を手掛けた小田実里さん、主演女優の古庄菜々
夏さんも74回生。高校生のみで作り上げた渾身の作品です。
　「この映画は誰かの生きる糧になる」と確信し、「誰かを励ますのではなく、
誰かに寄り添う映画にしたい」と思った彼女達。10月には世界一を目指して
全米学生映画祭にも出場さ
れるそうです。
　日本だけでなく世界へ羽
ばたこうとしている丘女達
を応援するため、10月に丘
女会イベントとして同作品
の上映会を予定しています。
　彼女たちの想いを、一緒
に受け取ってみませんか？
　詳細は後日、同窓会HP
やFBでお知らせします。

（寺田めぐみ　高39）

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

生
物
に
興
味
持
ち
教
員
に

 

教
諭　

松
本　

暢
隆
（
高
43
）

　

京
都
高
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
母
校

校
舎
の
建
て

替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
高
校

時
代
の
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
私
は
山
岳
部
に
所
属
し
、
登

山
を
通
じ
て
生
物
に
興
味
を
持
ち
、

生
物
の
教
員
に
な
る
道
を
開
い
た

と
思
い
ま
す
。
筑
紫
丘
が
私
の
基

礎
を
つ
く
り
，
将
来
を
決
め
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
は
後
輩
の
皆
さ

ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

思
い
ま
す
。◇　

　
　

◇

歴
史
の
転
換
点
に
感
慨
が

 

教
諭　

坂
口　

奈
身
子
（
高
44
）

　

武
蔵
台
高

か
ら
着
任
し

ま
し
た
。
卒

業
か
ら
30
年

が
経
つ
母
校
は
、
こ
れ
か
ら
の
輝

　

こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
管
理
職
で
は
深
瀬
信
也
校
長
が
県
教
育

庁
教
育
監
に
転
出
さ
れ
、
後
任
に
県
教
委
よ
り
山
本
博
康
校
長
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
清
輔
正
孝
副
校
長
は
福
岡
高
副
校
長
に
転
出
さ
れ
、

後
任
の
副
校
長
に
は
宮
本
智
朗
教
頭
が
昇
任
。
教
頭
に
は
城
南
高
よ

り
河
村
泉
教
頭
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
田
博
子
参
事
兼
事
務
長
は
定
年
退
職
さ
れ
、
後
任
に
は
博
多
青

松
高
よ
り
岩
崎
千
鶴
子
参
事
兼
事
務
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
紫
丘
同
窓
生
で
は
、
松
本
暢
隆
教
諭
（
理
科
、
高
43
）
が
京
都

高
よ
り
、
坂
口
奈
身
子
教
諭
（
外
国
語
、
高
44
）
が
武
蔵
台
高
よ
り
、

森
山
大
樹
教
諭
（
社
会
、
高
62
）
が
福
岡
講
倫
館
高
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
花
田
努
教
諭
（
社
会
、
高
45
）
は
福
岡
講
倫

館
高
に
、
稲
垣
千
陽
助
手
（
理
科
、
高
68
）
は
光
陵
高
に
新
規
採
用

で
転
出
さ
れ
ま
し
た
。 学　

校　
人　
事

着
任
あ
い
さ
つ

桜
の
木
々
に
寄
せ
て

 

教
頭　

河
村　

泉

　

丘
の
上
に

続
く
道
の
り
、

敷
地
沿
い
に

咲
き
誇
る
桜

の
木
々
、
風
格
漂
う
現
校
舎
、
新

築
の
匂
い
が
残
る
新
校
舎
。
す
で

に
好
き
な
風
景
、
お
気
に
入
り
の

場
所
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

県
立
城
南
高
校
か
ら
着
任
し
ま
し

た
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
筑
紫
丘
高

校
に
赴
任
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
思
い
、
才
能
豊
か
な
筑
高

生
や
本
校
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ

ま
と
こ
れ
か
ら
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

母
校
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
同
窓
会
の

皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
、
学
習

環
境
を
支
え
る
た
め
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

「
こ
れ
が
筑
高
た
い
っ
！
」

 

第
36
代
校
長　

深
瀬　

信
也

　

校
長
と
し

て
12
年
ぶ
り

に
戻
る
こ
と

が
で
き
た
筑

高
で
の
１
年
間
の
日
々
は
、
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
大
切
な
時
間
と
し

て
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
筑
高

生
が
新
た
に
創
り
上
げ
た
翔
丘
祭

「
謳お

う

架か

」
と
大
運
動
会
「
雄
飛
双

輪
～
繋つ

な

ぐ
」、
部
活
動
や
校
外
活

動
で
の
目
を
見
張
る
活
躍
と
素
晴

ら
し
い
成
果
の
数
々
。
心
の
中
で

「
こ
れ
が
筑
高
た
い
っ
！
」
と
何

度
声
を
上
げ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

社
会
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻

弄
さ
れ
る
中
、
何
事
に
も
落
ち
着

転
出
あ
い
さ
つ

い
て
、
よ
く
考
え
、
前
向
き
で
柔

軟
に
対
応
し
て
く
れ
た
筑
高
生
と

先
生
方
の
お
陰
で
、
筑
高
に
ま
た

新
た
な
確
か
な
も
の
を
築
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
月
に

完
成
し
た
新
本
館
は
、
ま
さ
に
創

立
百
周
年
に
向
け
た
新
た
な
希
望

の
形
で
あ
り
ま
す
。

　

１
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心

か
ら
愛
す
る
筑
紫
丘
で
再
び
勤
務

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に

幸し
あ
わ
せ福
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
筑
高

の
更
な
る
躍
進
と
発
展
の
応
援
団

と
し
て
、
筑
高
と
共
に
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇

教
師
人
生
の
思
い
出
は
本
校
に

 

福
岡
高
副
校
長　

清
輔　

正
孝

　

こ
の
た
び

福
岡
高
へ
転

出
し
ま
し
た
。

筑
紫
丘
に
は

平
成
７
年
か
ら
同
21
年
ま
で
の
14

年
間
は
教
諭
と
し
て
、
昨
年
の
１

年
間
は
副
校
長
と
し
て
再
び
勤
務

し
ま
し
た
。
筑
紫
丘
の
素
晴
ら
し

さ
を
改
め
て
感
じ
た
１
年
間
で
し

た
。
私
の
教
師
人
生
の
思
い
出
の

多
く
は
筑
紫
丘
に
あ
り
ま
す
。
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
同
窓
会
を
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
創
立
百
周
年

に
向
け
、
本
校
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
皆
様
方
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
し
、
転
出
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇

自
身
も
成
長
で
き
た

　
　

福
岡
講
倫
館
高
教
諭

　

花
田　

努
（
高
55
）

　

こ
の
た
び

福
岡
講
倫
館

高
へ
異
動
と

な
り
ま
し
た
。

教
科
は
地
理
、
歴
史
で
す
。
新
規

か
し
い
未
来
を
想
像
さ
せ
る
新
本

館
と
、
自
分
が
過
ご
し
た
か
け
が

え
の
な
い
３
年
間
を
温
か
く
残
し

て
い
る
そ
の
ま
ま
の
校
舎
の
両
方

が
あ
り
、
ま
さ
に
筑
高
の
歴
史
の

転
換
点
に
勤
務
で
き
る
の
だ
と
感

慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。
母
校
の
た

め
、
生
徒
た
ち
の
た
め
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

◇　
　
　

◇

「
志
」
高
い
筑
高
生
と
共
に

 

教
諭　

森
山　

大
樹
（
高
62
）

　

福
岡
講
倫

館
高
か
ら
着

任
し
ま
し
た
。

筑
高
生
は
自

ら
の
可
能
性
を
高
め
、
挑
戦
す
る

気
概
を
持
ち
、
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
高
い
「
志
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
母
校
で
あ
る
学
び
舎
が
新

校
舎
へ
と
建
て
替
わ
る
中
、
高
い

「
志
」
を
持
つ
皆
さ
ん
と
主
に
日

本
史
の
学
習
に
取
り
組
め
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

深
瀬
校
長
、
清
輔
副
校
長
が
転
出

宮
本
教
頭
は
副
校
長
に
昇
任

　

天
神
と
中
洲
を
つ
な
ぐ
「
春
吉

橋
」
の
架
け
替
え
工
事
が
完
了
し
、

令
和
４
年
４
月
９
日
に
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま
し
た
。
春
吉
橋
は
国

道
２
０
２
号（
通
称「
国
体
道
路
」）

の
一
部
で
、
老
朽
化
の
た
め
平
成

27
年
か
ら
国
土
交
通
省
に
よ
る
架

け
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
架
け
替
え
に
合
わ
せ
て
、

橋
に
は
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ
ん

こ
と
森
田
一
義
氏
（
高
16
）
が
揮

ご
う
し
た
、
新
た
な
橋
名
板
が
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
タ
モ
リ
さ

ん
の
持
ち
ネ
タ
の
一
つ
に
中
洲
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
中
洲
産
業
大

学
」
が
あ
り
、
ご
本
人
も
春
吉
橋

へ
の
深
い
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
筑
高
Ｏ
Ｂ
が
国
土

交
通
省
と
の
仲
介
役
を
果
た
し
、

タ
モ
リ
さ
ん
に
よ
る
橋
名
板
の
揮

ご
う
が
実
現
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

タ
モ
リ
さ
ん
は
今
回
の
揮
ご
う

に
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
で
臨
ん

だ
よ
う
で
、
練
習
に
用
い
た
半
紙

は
数
百
枚
に
及
ん
だ
そ
う
で
す
。

式
典
に
際
し
て
、
タ
モ
リ
さ
ん
か

ら
は
「
地
元
博
多
で
、
ま
た
私
の

父
の
名
前
が
同
じ
『
春
吉
』
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
何
か
の

め
ぐ
り
合
わ
せ
と
思
い
、
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
」
と
い
う
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
多
く
の
関
係
者
が
出

席
し
、
祝
辞
披
露
・
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
等
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
渡

り
初
め
式
・
橋
名
板
序
幕
式
・
祝

い
め
で
た
披
露
な
ど
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
筑
紫
丘
高

校
放
送
部
の
現
役
生
徒
３
名
が
司

会
・
進
行
と
し
て
参
加
し
、
式
典

に
花
を
添
え
ま
し
た
。生
徒
は「
多

く
の
人
が
参
加
す
る
中
で
の
司
会

で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。（
青
木
雄
志
教
諭　

高
66
）

「丘女会」だより

採
用
か
ら
7
年
間
、
母
校
で
あ
る

筑
紫
丘
で
勤
務
し
ま
し
た
。
多
く

の
先
生
方
・
生
徒
と
接
す
る
中
で

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

◇　
　
　

◇

毎
日
学
び
の
連
続
だ
っ
た

　
　
　

光
陵
高
教
諭

　

稲
垣　

千
陽
（
高
68
）

　

筑
紫
丘
で

の
実
習
助
手

と
し
て
の
１

年
間
を
経
て
、

新
任
校
と
し
て
光
陵
高
へ
赴
任
し

ま
し
た
。
昨
年
母
校
で
働
く
機
会

を
い
た
だ
き
、
慣
れ
親
し
ん
だ
校

舎
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
教
員

と
し
て
の
日
々
は
毎
日
が
新
し
い

学
び
の
連
続
で
、
刺
激
的
で
し
た
。

今
後
も
自
分
が
置
か
れ
た
場
所
で

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
研
修
で
の
タ
モ
リ
さ
ん

（
令
和
２
年
）

西山さん（左）と授賞式のコラージュ

新
「
春
吉
橋
」
の
名
板

タ
モ
リ
さ
ん
が
揮
ご
う

本
校
生
も
式
典
司
会
で
参
加
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丘
の
上
の
学
び

舎
を
去
っ
て
久
し

い
。
卒
業
後
、
東
京

で
４
年
間
過
ご
し
、

地
元
に
戻
っ
て
か

ら
は
、
仕
事
で
各

地
を
転
々
と
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
は
、
帰
省
し
て
た
ま

に
母
校
を
訪
れ
る
た
び
に
、
あ

の
「
臭
い
」
を
確
認
し
た
も
の
だ
。

そ
う
、
こ
こ
に
は
独
特
の
「
自

由
」
と
い
う
得
難
い
空
気
が
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
、
校
舎

や
体
育
館
が
真
新
し
く
な
っ
て
も
、

私
の
中
に
は
、
授
業
で
居
眠
り
し
、

放
課
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け

回
っ
た
当
時
の
自
分
の
姿
が
ま
ざ

ま
ざ
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

　

そ
ん
な
素
敵
な
思
い
出
を
残
せ

た
の
も
、
生
意
気
盛
り
の
私
た
ち

を
信
頼
し
て
、
じ
っ
と
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
大
人
た
ち
が
周
囲

に
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

年
齢
を
重
ね
た
今
、
そ
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
当
時
の
先
生
方
に

は
感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
い
。

　

福
岡
に
戻
り
、
海
の
近
く
に
住

み
た
い
と
思
い
、
西
区
に
し
ば
ら

く
い
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
修

猷
に
通
っ
た
。
こ
ち
ら
も
、
自
由

か
っ
達
な
学
校
で
あ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら
う
か
が

え
た
。
恐
ら
く
福
高
も
そ
う
な
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
県
立
高
校
の

か
っ
達
さ
が
福
岡
の
街
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
も
思

う
。

　

今
度
、
南
区
に
居
を
移
し
た
の

を
機
に
、
同
窓
会
報
の
編
集
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
丘
の
上
の
自
由
な
空
気
を
再

び
味
わ
い
つ
つ
、
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白
石　

克
明
（
高
29
）

宴座

日   付 会合・行事等 会　場 備　考
4月1日 校長等管理職へ同窓会三役挨拶 校長室
4月5日・4月28日･
5月28日・7月5日・ 
8月2日・9月6日・
10月4日・11月8日・
12月6日・1月17日・
2月7日・3月2日・
3月16日

役員会 会議室（一部
ZOOM）

4月7日 入学式 講堂（入学者
+保護者）

4月14日・7月14日・
9月8日・10月13日・
11月10日・12月8日・
1月12日・2月9日・
3月9日

交流委員会 会議室

4月14日・9月22日・
11月1日・1月17日・
3月24日

会報委員会 会議室

4月16日・11月10日 会計監査 会議室
5月10日 野球部OB会総会 書面開催
5月12日・8月28日・
1月22日・3月16日 常任幹事会 一部書面開催

5月28日 定期総会告知広告 延期広告
6月5日 定期総会延期（10/2へ延期）
6月10日・11日 翔丘祭代替行事･謳架 学校 一般来場なし
6月11日・1月19日・
3月11日 財団理事会 ZOOM（一部

事務局にて）
6月28日・8月2日 教育援助実行委員会 学校C会議室

日   付 会合・行事等 会　場 備　考

7月9日 創立記念式典･記念講演会（高24
回 大六野耕作氏） 講堂 一部教室へ

配信
7月28日・1月12日 研鑽委員会 会議室

8月28日 創立100周年記念事業実行委員会
設立総会

天神スカイ
ホール

9月10日 運動会継承プログラム・雄飛双輪 無観客･配信

9月18日 丘女会ZOOM講演会 ZOOM（一部
視聴覚教室）

高39回
葉村 真樹氏

10月2日 定期総会中止
代わりにHPに
アトラクショ
ン映像を公開

10月16日 定時制部丘友会 大東園
10月17日 関西支部総会･懇親会 ZOOM

10月21日 ゴルフコンペ 筑紫ケ丘ゴル
フクラブ

11月15日・2月16日 役員選考委員会 会議室
11月27日 首都圏同窓会･懇親会 会場+ZOOM

12月12日 北九州支部総会 リーガロイヤ
ルホテル小倉

1月3日 筑吹会 高校第２講義
室＋ZOOM

1月3日 筑柔会 高校柔道場
1月24日 奨学金支給式 学校
2月28日 同窓会入会式 講堂

3月1日 卒業式 講堂（卒業者
+保護者）

近　
況

☆
３
年
ぶ
り
「
お
帰
り
」

 
八
塚　
富
三
郎
（
高
45
）

（
令
和
４
年
度
総
会
実
行
委
員
長
）

　

リ
ア
ル
開

催
を
目
標
に

掲
げ
、
同
級

生
た
ち
と
総

会
準
備
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
約

２
年
。
44
回
の
先
輩
方
、
同
窓
会

の
各
委
員
会
及
び
事
務
局
の
方
々

の
ご
協
力
の
も
と
、
３
年
ぶ
り
の

同
窓
会
福
岡
総
会
・
懇
親
会
開
催

（
６
月
11
日
）
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
新
聞
広
告
を

掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
生
の

皆
さ
ま
、
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
・
懇

親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
様

式
で
の
開
催
。
初
め
て
尽
く
し
で

す
。
ご
参
加
頂
い
た
皆
さ
ま
に
安

心
し
て
楽
し
め
る
よ
う
「
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
～
ツ
ナ
ガ
ル
オ
カ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
45
回
生
の
力
を
結

集
し
お
も
て
な
し
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
会
場
や
映
像
で
同

窓
生
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

☆
仲
間
だ
け
の
謎
ブ
ラ
ン
ド
だ
！

 

樋
口　
和
貴
（
高

）

（
令
和
４
年
度
総
会
物
販
リ
ー
ダ
ー
・ 

首
都
圏
実
行
委
員
長
）

　

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
総

会
用
の
グ
ッ
ズ
は
、
筑
紫
丘
の
仲

間
だ
け
が
盛
り
上
が
る
謎
の
２
ブ

ラ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
『
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｏ

Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
』

　

ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｍ 

Ｏ
Ｆ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
．
に
高
校
45

回
生
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
「
こ
ん

な
グ
ッ
ズ
が
あ
っ
た
ら
自
分
も
欲

し
い
！
」
と
い
う
欲
望
を
ぶ
つ
け

て
誕
生
し
た
架
空
の
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
キ
ャ
ッ
プ
＝
写

真
上
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
扇

子
が
あ
り
、
シ
ン
プ
ル
な
ふ
り
し

て
ム
ダ
に
皆
さ
ん
の
が
お
か
愛
を

揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
『
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
Ｓ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
』

　

校
舎
が
建
て
替
わ
る
前
の
が
お

か
の
景
色
を
大
町
琴
和
氏
（
高

56
）
の
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
た

シ
リ
ー
ズ
で
す
。
と
て
も
柔
ら
か

い
絵
柄
が
、
あ
の
淡
く
切
な
い

日
々
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
…
。
エ

コ
バ
ッ
グ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ふ
き
ん
、

そ
し
て
な
ん
と
ナ
イ
ル
カ
レ
ー
＝

写
真
下
＝
ま
で
準
備
し
て
、
皆
さ

ん
を
あ
の
頃
に
い
ざ
な
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
全
ア

イ
テ
ム
を
コ
ン

プ
リ
ー
ト
す
べ

く
、
ヘ
ソ
ク
リ

の
ご
準
備
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

令和３年度　同窓会費収支決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 説　　明
前年度繰越金 1,998,241 1,535,800 −462,441

会　費　等 15,370,000 15,130,820 −239,180 入会金@10,000×426名、会費@700×延べ15,430名（約1,286名×12月）
計 17,368,241 16,666,620 −701,621

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 説　　明

総　務　費 6,970,000 6,437,208 −532,792 人件費、郵送料、保守費、光熱費等
事　業　費 8,200,000 7,549,711 −650,289
育成費等 5,700,000 5,049,711 −650,289 総会、支部育成、会報、卒業記念品料、財団寄付金他
教育支援費等 2,500,000 2,500,000 ０ 学校応援、進学支援、教育資金等

積　立　金 1,000,000 1,000,000 ０ 同窓会積立金
小計 16,170,000 14,986,919 −1,183,081

次期繰越金 1,198,241 1,679,701 481,460
計 17,368,241 16,666,620 −701,621

残高1,679,701円は令和４年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店へ預金中

令和３年度　同窓会積立金収支決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明
繰越積立金 31,132,423 31,132,423 ０
繰　入　金 1,000,000 1,000,000 ０ 同窓会会計から受け入れ
寄 附 金 等 1,700 5,227,361 5,225,661 定期総会､ ゴルフコンペ､ 各回よりの積立金等
計 32,134,123 37,359,784 5,225,661

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明

学校応援費 ０ 1,925,000 1,925,000 本館ウォシュレット設置
次期繰越金 32,134,123 35,434,784 3,300,661
計 32,134,123 37,359,784 5,225,661

残高35,434,784円は福岡銀行大橋支店に令和３年度積立金として預金中

令和３年度　教育支援基金収支決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明
教育支援基金 10,719,421 10,719,421 ０
繰　入　金 1,000,000 1,000,000 ０ 同窓会会計､ 定期総会会計から受け入れ
募　金　等 200,054 848,212 648,158 募金口数62口
計 11,919,475 12,567,633 648,158

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明

教育支援金 3,000,000 3,300,000 300,000 奨学財団へ拠出後､ 教育支援金として支出（20万円×９名､10万円×15名）
事　務　費 5,000 6,831 1,831 振込手数料
財団運営費 ０ 1,000,000 1,000,000 奨学財団運営費として拠出
残　高 8,914,475 8,260,802 −653,673 次年度繰越金
計 11,919,475 12,567,633 648,158

残高8,260,802円はゆうちょ銀行（取扱店：福岡南郵便局）に令和３年度繰越金として預金中

令和３年度　㈶筑紫丘高校同窓会奨学財団決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明
受取寄付金 4,500,000 5,379,525 879,525
雑　収　入 ０ 14 14 預金利息
計 4,500,000 5,379,539 879,539

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説      明

進学支援助成 3,000,000 3,300,000 300,000 教育支援金（20万円×９名､10万円×15名）
支援経費等 1,050,000 775,160 −274,840 業務請負費､ 支払報酬等
事務管理費等 450,000 332,211 −117,789 業務請負費､ 支払報酬等一般事業経費
残　高 972,168 972,168 次年度繰越金
計 4,500,000 5,379,539 879,539

残高972,168円は福岡銀行大橋支店に令和3年度繰越金として預金中／設立金300万円はゆうちょ銀行 福岡南郵便局に預金中

立
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て
い
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た
。
今
回
も
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
卒
業
生
と
教

職
員
、
来
賓
は
講
堂
で
、
保
護
者

は
指
定
教
室
で
配
信
動
画
を
通
し

て
式
に
臨
ん
だ
。
そ
の
後
、
最
後

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
各
教
室
で
あ

り
、
笑
い
や
涙
が
入
り
交
じ
る
温

か
い
時
間
と
な
っ
た
。

　

４
月
７
日
に
は
新
入
生
４
４
０

人
が
参
加
し
て
第
77
回
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。

　

今
回
、
保
護
者
は
講
堂
２
階
席

で
参
観
。
講
堂
で
の
入
学
式
の
看

板
や
、
正
門
、
桜
の
木
な
ど
を
背

に
記
念
写
真
撮
影
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
彩
り
を

　

第
74
回
卒
業
式
が
令
和
４
年
３

月
１
日
行
わ
れ
、
４
３
４
人
が
巣

　

翌
日
に
卒
業
を
控
え
た
高
校
74

回
生
の
同
窓
会
入
会
式
が
２
月
28

日
行
わ
れ
た
。
同
窓
会
の
渡
邊
達

哉
副
会
長
が
「
人
生
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
悔
い
を
残
さ
ず
、
大
い

に
羽
ば
た
け
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　

今
年
の
卒
業
生
４
３
４
人
を
加

え
、
卒
業
生
総
数
は
３
万
９
２
４

２
人
と
な
っ
た
。

卒
業
式
・
入
学
式

同
窓
会
入
会
式

華
や
か
に

記
念
写
真
撮
影

卒
業
生
総
数

３
万
９
２
４
２
人
に

卒
業
式
を
終
え
、
会
場
か
ら
涙
ぐ

み
な
が
ら
出
て
来
る
卒
業
生
た
ち

添
え
た
。

（
一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭　

高
36
）

令和３年度同窓会活動記録（本部･委員会･学校）


